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買い物してきますよ   
買い物のついでのとき、家族と離れて暮らされて  

いる方など、家族に代わって日用品の買い物を行う  

助け合いです。  

〔お敵い】 ＊買い物をしてくださる方ほ、ご好意による活動です。  J  

万が一、希望の品と逢うなどの問題が発生したときの責任は、負えないと  

考えています。  

毎日   1～3垣l／過   その他   

常時  ■■光雄   義雄・■l恒子  

■l充治  佐市（月・水・木・金）   

■■すゑ子  

絹枝（月・水・木・金）  

昼中  ■■新一  信一■■寿夫   ■昇太郎 l   

一  容子（月・金）  ■■幸子   

．lゝ  

l  

（天気のよい時）  

はる江（臼）  

夕方  ■lみどり  ■鶴子   ■宏之（月～金）  

■■はる江  ■l千代夷（月～金）  

■雅俊   

自分の  ■茂太郎・l■善吉   一俊治（土・日）   

い物  ■■たみ子・■澄江  ■■笑子（土・日）   

時  ■■やす子  

■■駒治   ■■小百合 ■■芳江   ■巣次・■芳夫  

（勤め帰り）  ■鈴子   ■■修三   ●l勲   ■■藤太郎  

の他                     ■■千春   ■苺久江  t■利市  ■■幸江 ■■ふみ子  

（勤め帰り）  ■■久子 ▲末吉   

■野三郎   

なにか、お手伝いをお掛、したい▲ときは、自分のお臥、したいこと、相手がお手  

伝いのできる内容をたしかめて、蘭接お願いをします。  

依頼（お臥、された人）を受けた人は、都合がよければお手伝いをお臥、します0  

都魚が悪いときは人字福祉委出会の委員長までご迎給していただきます。  

委員会で対応を検討します。   

i剖  
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市
愛
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外
町
に
古
民
家
を
改
修
し
た
 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
 
 

「
繹
（
ゆ
い
）
の
家
」
が
開
 
 

設
さ
れ
、
十
九
日
か
ら
お
年
 
 

寄
り
狩
受
け
入
れ
る
。
 
 
 

同
町
で
は
、
平
成
七
年
に
 
 

地
域
の
中
で
の
老
人
福
祉
施
 
 

策
を
考
え
る
「
福
祉
寮
貞
垂
 
 

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
議
論
を
 
 

深
め
て
い
く
中
で
身
近
な
地
 
 

域
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
 
 

ー
顔
設
の
必
要
性
が
浮
か
び
 
 

上
が
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
 
 

そ
の
委
員
の
一
人
で
実
務
経
 
 

甘
か
ら
受
け
入
れ
開
始
 
 

N
P
。
法
人
「
結
の
家
」
が
開
設
 
 

験
の
あ
る
元
町
社
協
職
責
の
 
 

太
田
滞
蔵
さ
ん
（
4
3
）
が
代
 
 

表
を
務
め
る
N
P
O
法
人
 
 

「
結
の
家
」
が
創
設
さ
れ
、
 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
始
め
 
 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

完
成
し
た
感
の
家
」
は
、
 
 

町
内
で
空
き
家
と
な
っ
て
い
 
 

た
木
造
平
屋
建
て
の
古
民
家
 
 

を
借
用
し
、
お
年
寄
り
が
安
 
 

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
内
 
 

部
を
食
事
や
団
ら
ん
の
場
と
 
 

な
る
デ
イ
ホ
ー
ル
、
入
浴
茎
、
 
 

厨
房
、
機
能
訓
練
室
な
ど
を
 
 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て
改
修
 
 
 

－
一
∽
－
 
 
 古民家を改修した「結の家」  

整
備
し
た
。
 
 
 

結
の
家
 
 
 

の
「
結
」
 
 
 

と
は
、
集
 
 
 

落
内
の
助
 
 
 

け
合
い
組
 
 
 

織
の
呼
び
 
 

名
で
、
近
 
 

観
所
の
人
々
 
 

l
†
 
 

夕
が
楽
し
く
 
 

介た寄  
‾ご 

、        ⊂コ  
お要 つ  

年
寄
り
が
 
 

食
事
や
入
 
 

浴
を
し
た
 
 

り
で
き
る
 
 

サ
ー
ビ
ス
 
 

を
提
供
す
 
 

る
。
社
会
 
 

福
祉
士
や
 
 

看
護
士
、
 
 

ケ
ア
マ
ネ
 
 

ジ
ャ
ー
の
 
 

有
資
格
者
 
 

四
人
が
常
 
 

降
し
、
日
、
月
曜
日
を
除
く
 
 

毎
日
、
午
前
九
時
半
～
午
後
 
 

四
貯
ま
で
受
け
入
れ
る
。
利
 
 

用
す
る
に
は
、
介
護
保
険
サ
 
 

ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
必
 
 

要
。
 
 
 

代
表
の
太
田
さ
ん
は
「
デ
 
 

イ
サ
ー
ビ
ス
を
基
正
に
、
学
 
 

童
保
育
所
や
市
民
活
動
に
も
 
 

利
用
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
 
 

い
。
地
域
に
溶
け
込
ん
だ
、
 
 

楽
し
く
自
由
に
集
え
る
、
憩
 
 

い
の
場
に
し
て
い
き
た
い
」
 
 

と
話
し
て
い
る
。
 
 
 

N
P
O
法
人
「
結
の
家
」
 
 

で
は
、
活
動
を
支
え
る
会
員
 
 

を
募
菜
し
て
い
る
。
入
会
金
 
 

一
千
円
、
年
会
費
二
千
円
で
 
 

誰
で
も
会
員
に
な
れ
る
。
問
 
 

い
合
わ
せ
は
、
結
の
家
（
℡
 
 

0
7
4
9
－
4
6
－
ュ
7
4
 
 

0
）
へ
。
 
 

バリアフリーにされた内部  



「
人
々
が
互
い
に
享
見
合
い
、
互
 
 

㌣
に
尊
敬
し
合
い
、
住
み
慣
れ
た
わ
 
 

川
象
や
わ
が
町
で
、
白
分
ら
し
い
生
 
 

伯
が
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
こ
 
 

L
」
を
厭
っ
て
∞
年
3
月
、
「
し
み
 
 

ル
ふ
く
し
の
家
八
日
市
」
 
（
小
梶
猛
 
 

N
表
）
が
誕
生
し
た
。
 
 

展
開
し
て
い
る
事
業
は
数
多
い
。
 
 

札
束
の
お
年
寄
り
が
、
そ
れ
ま
で
の
 
 

エ
活
環
境
に
近
い
状
態
で
暮
ら
せ
る
 
 

ン
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
温
営
し
て
い
る
 
 

措
か
、
坊
間
介
護
事
業
は
、
一
人
一
 
 

（
に
合
っ
た
被
介
護
の
高
齢
者
自
ら
 
 

〃
．
決
定
で
き
る
快
適
で
安
全
な
生
活
 
 

慄
障
を
理
念
に
身
体
介
護
と
豪
事
援
 
 

町
を
行
う
訪
問
介
護
事
業
も
実
施
し
 
 

て
い
る
。
身
体
介
護
は
食
事
、
許
せ
 
 

つ
、
入
浴
、
衣
類
を
着
た
り
脱
い
だ
 
 

り
の
支
援
を
し
、
家
事
援
助
は
掃
除
、
 
 

選
択
、
調
理
、
買
い
物
な
ど
が
対
象
 
 

だ
。
利
用
区
域
は
八
日
市
市
矛
中
心
 
 

に
蒲
生
、
神
崎
、
愛
知
部
の
一
部
に
 
 

及
び
、
日
曜
、
祭
日
も
含
め
2
4
時
間
 
 

対
応
で
き
る
。
 
 
 

学
童
保
育
事
業
は
、
八
日
市
帝
小
 
 

区
と
布
引
小
区
で
「
学
童
ク
ラ
ブ
お
 
 

き
の
」
と
r
学
童
ク
ラ
ブ
ぬ
の
び
き
」
 
 

を
開
設
し
て
い
る
。
女
性
の
社
会
進
 
 

住
み
慣
れ
た
家
、
町
で
 
 

子
育
て
井
戸
端
会
議
で
情
報
交
換
 
 
 

・
悩
み
僻
消
の
屋
根
付
き
子
償
公
園
 
 
 

Ⅳ
ア
0
法
人
し
み
ん
ふ
く
し
の
家
八
日
市
（
小
寝
飽
筆
き
が
開
翠
し
た
惑
っ
た
か
広
場
」
 
 
 

（
同
市
東
沖
野
二
丁
旦
は
、
ヱ
着
て
中
の
母
親
が
自
由
に
集
ま
り
、
子
供
葦
摘
 
 

み
や
経
堅
甲
つ
情
報
交
換
の
場
だ
。
こ
れ
ま
で
事
業
者
っ
介
護
、
保
育
、
グ
ル
ー
プ
ホ
 
 

ー
ム
に
加
え
、
子
育
て
支
援
に
も
乗
り
出
し
た
同
施
設
は
、
県
が
取
り
組
む
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
 
 

ス
壷
警
鐘
の
拠
点
惑
っ
た
た
T
む
」
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
卜
し
て
、
県
内
だ
け
で
な
く
県
 
 

外
か
豊
吐
日
を
受
け
る
。
 
 

しみんふくしの家八日市  

出
が
進
む
な
か
、
低
学
年
の
子
ど
も
 
 

た
ち
が
放
撰
後
、
安
全
に
、
し
か
も
 
 

有
意
詫
に
過
ご
せ
る
場
所
を
、
と
い
 
 

う
親
た
ち
の
要
望
に
応
え
た
事
業
 
 

だ
。
平
日
の
午
前
1
1
騰
4
5
分
か
ら
午
 
 

後
6
時
1
5
分
ま
で
開
い
て
い
脅
定
 
 

員
は
そ
れ
ぞ
れ
2
0
人
ほ
ど
だ
。
 
 
 

l
方
、
子
育
て
事
業
の
一
環
と
し
 
 

て
、
就
学
前
幼
児
を
対
象
に
し
た
保
 
 

育
事
業
も
行
っ
て
い
る
。
乳
幼
児
は
 
 

本
来
、
家
庭
で
過
ご
す
の
が
一
番
望
 
 

ま
し
い
の
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
 
 

で
長
期
あ
る
い
は
一
時
的
に
子
ど
も
 
 

を
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
親
た
ち
 
 

しみんふくしの家（東沖野）に開設の「あったか広場」   

部
屋
中
に
ウ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
 
 

ガ
ヤ
、
そ
の
笑
い
声
が
響
き
、
 
 

砂
場
や
遊
具
が
人
形
、
お
も
ち
 
 

ゃ
、
絵
本
に
代
わ
っ
た
屋
根
付
 
 

き
子
供
公
園
と
い
っ
た
と
こ
ろ
 
 

だ
。
も
ち
ろ
ん
公
園
だ
か
ら
、
 
 

使
用
も
無
料
で
、
自
由
に
足
が
 
 

遅
ペ
る
。
 
 
 

あ
っ
た
か
広
場
は
、
仲
代
交
 
 

流
子
育
て
支
署
的
に
設
け
 
 

ら
れ
た
。
子
育
て
に
経
険
の
洩
 
 

い
揖
親
が
7
†
供
と
と
も
に
架
い
、
 
 

悩
み
や
捷
腎
恵
良
雪
た
り
、
 
 

先
架
か
ら
の
訪
を
聞
い
た
り
し
 
 

て
、
床
暖
房
が
張
り
巡
ら
さ
れ
 
 

も
多
い
。
そ
の
希
望
に
沿
っ
て
ス
タ
 
 

ー
ト
さ
せ
た
。
・
 
 
 

単
に
施
設
に
預
か
る
だ
け
で
な
 
 

く
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
試
演
会
な
ど
に
 
 

行
き
た
い
な
ど
と
い
う
親
の
た
め
の
 
 

出
破
傷
育
、
そ
し
て
産
前
産
後
の
母
 
 

親
支
援
の
た
め
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
 
 

事
業
皇
腐
心
て
い
る
。
い
ず
れ
も
 
 

保
育
士
が
出
向
く
シ
ス
テ
ム
だ
。
 
 
 

さ
ら
に
、
子
育
て
体
験
の
浅
い
母
 
 

親
た
ち
が
ヱ
妻
も
と
一
緒
に
集
い
、
．
 
 

悩
み
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
 
 

話
し
合
っ
た
彗
遊
ん
だ
q
あ
る
 
 

い
は
先
輩
母
親
の
経
験
軟
を
聞
い
た
 
 

自
分
ら
し
い
．
生
活
を
 
 

た
約
二
十
畳
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
 
 

を
情
報
提
供
（
井
戸
端
金
華
 
 

の
場
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
 
 
 

利
用
時
間
は
平
日
の
午
前
十
 
 

時
賢
が
、
金
甲
 
 

遵
営
を
担
当
〒
る
専
属
の
コ
ー
 
 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
直
さ
れ
、
 
 

毎
月
一
回
、
母
親
と
子
育
て
経
 
 

験
者
は
か
、
お
年
寄
り
も
参
加
 
 

す
る
お
話
会
を
開
い
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
広
場
へ
は
同
℃
屋
根
 
 

の
下
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
・
・
ム
 
 

（
入
所
八
人
）
の
高
齢
者
も
訪
 
 

れ
、
ヱ
・
供
と
母
親
に
交
じ
っ
て
 
 

の
井
戸
棒
金
議
に
花
を
咲
か
せ
 
 

る
。
こ
の
温
か
い
姿
こ
そ
、
世
 
 

代
間
交
流
だ
け
で
な
く
「
地
域
 
 

が
家
庭
」
を
再
認
識
さ
せ
る
。
 
 
 

小
梅
理
事
長
は
「
八
日
市
市
 
 

と
い
う
地
域
性
か
ゃ
外
閻
の
 
 

人
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
、
子
 
 

育
て
だ
け
で
な
く
、
日
脚
罪
山
漁
 
 

の
支
援
や
異
文
化
交
流
に
も
努
 
 

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
 
 

に
し
た
い
」
と
、
今
後
の
抱
負
 
 

連褐先 八日市市東沖野2の5の5。‾  
．電話、ファクス0748・20・5457  

を
語
る
。
 
 

園
児
も
募
集
 
同
施
設
内
ボ
 
 

は
、
子
育
て
支
援
の
一
讃
♪
ト
 
 

て
保
育
事
業
に
も
取
れ
癒
′
碧
 
 

い
る
ご
撼
郡
畠
箪
前
の
嘲
 
 

幼
児
を
対
象
に
、
自
然
重
 
 

み
な
が
ら
、
あ
っ
た
か
広
黛
 
 

学
童
保
育
所
に
通
う
子
供
の
ほ
 
 

か
、
ホ
ー
ム
入
所
の
高
齢
菅
 
 

の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
も
あ
る
。
 
 

一
由
預
か
り
か
ら
長
期
保
育
法
 
 

で
、
時
間
や
料
亭
 
 

は
、
ん
み
ん
ふ
く
し
の
家
八
口
 
 

市
の
保
育
担
当
（
℡
2
，
0
－
5
A
 
 

5
7
）
へ
問
い
合
わ
せ
る
。
 
 

り
す
る
「
あ
っ
た
か
広
場
J
も
Ⅷ
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

会
員
も
1
0
0
人
を
超
え
順
網
 
 

発
展
し
て
い
る
が
、
事
務
局
長
爪
 
 

川
弘
子
さ
ん
は
メ
ー
ン
の
介
護
真
 
 

に
つ
い
て
一
「
痴
呆
症
に
な
っ
て
も
 
 

住
み
慣
れ
た
わ
が
宏
、
わ
が
町
下
 
 

ら
せ
る
よ
う
住
み
方
「
医
涙
、
｛
 
 

を
総
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
」
 
 

抱
負
を
括
る
。
 
 
 

痴
呆
症
状
に
は
、
記
憶
障
害
、
 
 

知
障
専
な
ど
が
あ
り
、
人
に
よ
っ
 
 

は
妄
想
な
ど
塁
状
も
出
る
阜
 
 

だ
。
重
度
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
触
 
 
 

で
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
り
が
ち
 
 

が
、
初
期
で
あ
れ
ば
家
族
、
地
相
 
 

理
解
と
適
切
な
椙
祉
（
介
哲
倫
 
 

が
あ
れ
ば
可
能
に
な
る
。
た
だ
、
 
 

の
た
め
に
は
医
京
（
専
門
医
と
か
 
 

り
つ
け
医
）
と
福
祉
（
介
護
）
ナ
 
 

連
携
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
 
 

切
な
役
割
を
果
た
塵
内
科
瞑
 
 

不
足
し
て
い
る
の
が
大
き
な
悩
克
 
 

と
い
ケ
。
一
N
P
O
の
頑
張
り
が
 
 

で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
だ
が
、
 
 

川
富
ん
は
「
多
く
の
人
と
宇
を
機
 
 

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た
い
」
ケ
 
 

【
菅
沼
完
美
 
 
 

前
向
き
だ
。
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し
み
ん
ふ
く
し
の
安
八
日
市
 
 

保
育
が
今
春
、
駅
前
の
ビ
ル
の
 
 

一
室
か
ら
庭
や
花
壇
の
あ
る
し
 
 

み
ん
ふ
く
し
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
 
 

ー
ム
（
八
日
市
市
東
沖
野
二
丁
 
 

目
）
の
施
設
内
に
移
転
し
、
子
 
 

ど
も
た
ち
が
青
空
の
下
で
元
気
 
 

よ
く
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
 
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
 
 

お
年
寄
り
も
、
外
か
ら
聞
こ
え
 
 

て
来
る
元
気
な
声
に
誘
わ
幻
し
、
 
 

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
楽
し
み
な
が
ら
 
 

青
空
と
目
然
の
ー
で
 
勲
饗
摂
裟
蒸
気
 
 

し
み
ん
ふ
く
し
の
家
八
日
市
保
育
 
新
施
設
へ
移
転
で
 
 

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
 
 

ん
で
い
る
。
 
 
 

N
P
O
法
人
し
み
ん
ふ
く
し
 
 

の
家
八
日
市
が
、
子
育
て
支
援
 
 

を
目
的
に
四
年
前
に
設
立
さ
れ
 
 

て
以
来
、
保
護
者
の
様
々
な
ニ
 
 

ー
ズ
庖
ロ
わ
せ
て
、
蒜
預
か
 
 

り
か
ら
月
極
め
ま
で
の
保
育
サ
 
 

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
た
。
 
 

ま
た
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
 
 

痴
呆
高
齢
者
の
た
め
の
グ
ル
1
 
 

プ
ホ
ー
ム
裏
近
江
地
域
で
は
 
 

じ
め
て
東
沖
野
二
丁
目
に
オ
ー
 
 

プ
ン
し
、
自
立
生
活
支
窪
幼
 
 

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
 
 
 

こ
れ
を
機
に
、
保
育
と
グ
ル
 
 

ー
プ
ホ
ー
ム
を
山
か
所
に
集
約
 
 

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
と
 
 

お
年
寄
り
の
自
然
な
変
m
の
中
 
 

で
の
情
緒
安
定
や
人
格
形
成
な
 
 

ど
、
相
乗
的
な
効
果
が
期
待
で
 
 

き
る
と
し
て
、
ホ
ー
ム
の
一
室
 
 

元気に水遊びする子どもたちと時折声を掛ナながら見守るお年寄り  

を
保
育
室
に
す
る
こ
と
に
。
 
 
 

施
設
内
の
花
壇
に
は
実
の
な
 
 

る
木
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
は
 
 

季
節
や
自
然
の
恵
を
感
じ
、
お
 
 

年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
 
 

み
な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
 
 

時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。
 
 
 

現
在
、
十
組
ほ
ど
が
そ
れ
ぞ
 
 

れ
の
都
合
に
合
わ
せ
て
利
用
し
 
 

て
い
る
そ
う
で
、
中
に
は
、
幼
 
 

稚
園
か
ら
帰
っ
て
か
ら
こ
こ
で
 
 

預
か
っ
て
も
ら
う
保
護
者
も
い
 
 

る
と
か
。
 
 
 

急
な
用
事
だ
け
で
な
く
、
自
 
 

分
の
時
間
の
確
保
、
近
所
に
遊
 
 

び
相
手
が
い
な
い
、
集
団
生
泊
 
 

の
耗
放
な
ど
に
よ
る
望
円
に
も
 
 

応
じ
て
い
る
。
 
 
 

保
育
時
間
は
午
前
几
晒
か
ら
 
 

午
後
五
時
だ
が
、
時
間
外
や
上
 
 

曜
日
、
休
祝
日
の
保
育
の
相
談
 
 

に
も
の
っ
て
く
れ
る
。
傑
督
料
 
 

は
二
仲
間
七
百
円
。
問
い
合
わ
 
 

せ
は
、
し
み
ん
ふ
く
し
の
家
八
 
 

日
市
（
℡
0
7
4
8
－
2
0
－
5
 
 

4
5
7
）
ま
で
。
 
 

平成11年圧特定非甘利活動ほ罷る事稟会l†収支計算書  
月、】箋常夏こ6の昔l  五  l■  

／い    lT   省   三†  
し手稟賢   

人件費  絵  
与  5コ．6‖．632   

富   与   丁．40Z＿500   
」主星遠別甘   1．0小】＿138   

65．051．ZTO  

2、管理益貨   

＿五密使陰料  
8」ほ＿丁：IO   

正丙費   
1．210．91コ  

1．689．朋）丁   

威勢甘   2．g56．432   
Z．81丁．48S   

5l．2①2  
＿盟会℡    ・保鮪生曹 』感性蒸着  2．202．OZ7   

旅費交通費   188＿ウ8D   

塗指揮撤曹   6Z9＿50【）   

一重盈塑磨遇響   903．317   

印刷製本者   も．51川   

広和書   30S丁5（I   

68l．5SS   
会絶景  8の＿18【〉   

l12＿695   

．旦鎧終   5．58360D   
501．230   

」堂外曹   25．300   
柑全管   16Z．960   
．里退公性   3．46コ．g2Jl   

は刑場   111．）00   

価愴錮】智・   1＿Sコ50ヰ6   

」匹鼻糞托甘   2．188．835   

三   】06．丁2S   

コ0．も47．09Z   

3 長江投佃開院費    粗品  

ココ6．∞○   

持常支出合計  96．0コl．コ62   

授賞収支葦織  石．0：け．658   

皿．その他黄金収入の剖  
山人金額入  
2．その他の牧人   l5つ5016   

その他貴会収入合三†  －．5】～．0絹   t．5コ5．0■6  

Ⅳ、その他賞金王出の部  
1、堕勉旦捜支出  

「－・■・  

旦L捜劇劇屡遥温旦牲支出    互二転加重支出  

5、1霊墜物取I霧支出  

旦ゝ農員   3，．96！I   

7一事石地の支出ほ勤貰象見2羞旦互」  
モの他資金支出合計   り・柑．1ココ   4．11！＝ユコ  

当期収支差積   
j旦斐二組  コ．11ユ．57†   

二一い・  ，．1コ9．0t9   

＿基．粗蜘辻  ll．86Z．590  

・平成lT年1月It】から平成柑年3月318・   

l珠玉l収支の昔lり  

；   ・「      ・I・  
Ilヽ  1↑   ．盲  ‡↑   

t、婁圭常収入の部  

1、会費、入会金収入   
．姐   

96．000  

＿王 i・・主  

104．000  
2、車乗収入  

ホームサービス琴妾収入  6011SO   

＿豊玉空属塵入   5.524.080 
・＿出廷墜宣杢基盤入  ＿＿＿＿＿ユ払3朗   

・．妻遡及技至芸収入   ＿＿＿ 」退嬰   

＿迫【事収入 グループホームヰ案咄入   

÷・ 一・・  

35＝68）0   
地遅些ム Tl12875   
＿三組墾完収入  Ⅰ．49丁．500  

あったか広場事業収入  l．840＿000   

NPO支援センター専業収入   ・ ●・；   

＿見皇畳頭重塵 動事i面元 15丁：I180   

生きがいデイ孤二興亜入  ヰ841ユ86  
10l．丁Ⅰ8．TOO  

3、補助金収入  

4、鍾収入   

■■取利息  

＿ま空J蛭腰盤入  252200  
252．コ20  

柱常収入合！†  t（ほ．075．ロ20  

＿ム生見迩肋       0    ＿蔓延ぬのび           12D  




